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一
　「北京日記抄」に見られる〈中国〉表象
　
芥川龍之介の北京に対する印象について、拙稿「 「北京日記抄」に
見られる〈中国〉表象―書簡、メモ類に示された北京の印象との差異から―」 （注１）では、芥川の書簡や『日華公論』の記事を重視し、彼の好意的な北京への印象を強調する先行研究 対し、それとは異なる側面、すなわち「北京日記抄」に見られる、中国への好意的ではない側面を提示した。その上で、 こうした〈中国〉表象が「北京日記抄」に組み込まれた理由について、 「上海游記」 （一九二一年八月一七日～九月一二日『大阪毎日新聞』に連載） 「江南游記」 （一九二二年 月一日～二月一三日『大阪毎日新聞』に連載） 、 「長江」 （ 『女性』一九二四年九月号）で示された対〈中国〉表象（注２ の一貫性を保つためであっただろうことを指摘した。すなわち、中国への好意を示さない、同様の〈中国〉表象を有した三作品の延長線上 「北京日記抄」を置いた上で、 『支那游記』 （改造社
　
一九二五年一〇月）にまとめようと
した芥川の戦略の存在を指摘したのである。 というのも 「北京日記抄」を執筆していた頃と見られる一九二五年四月二九日に芥川が親友 小穴隆一に送った書簡中には「悪銭少々同封す。支那旅行記 装幀料と思はれたし」 （注３）という記述が見え、その時点で、 『支那游記』を
発表することになっていた事情が窺えるからである。　
そもそも「抄」とは「一部分を抜き出す」 （注４）ことである。そ
れゆえ、 「北京日記抄」は北京日記の多くの記述の中から、ある特定の内容が抜きだされたものであろうと考えうる。その特定の内容とは、前述 通り、 中国に好意を示さない側面を含み持つものであった。 「北京日記抄」が当初『改造』に掲載 れたこと 考慮するならば、 『改造』側の編集意図についても検討すべきではないか、 いうのが本稿 狙いである。二
　「北京日記抄」と中国の社会運動
　「北京日記抄」が発表された当時、上海の「大罷業（稿者注：大規模ストライキ」に端を発し、日中関係に甚大な影響を及ぼした社会運動が中国で発生していた。　　
　
一九二五年の大罷業の前奏である上海日本紡績二月ストの発火
点となつたのは、上海に於ける最大の在華紡であり、職工総数も一万五千人にのぼる内外綿工場であつた。同会社第八工場では、新任工場長による工場内の取締苛酷 女工の身体検査などを実施
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し、また男工二百を馘首し女工を以てこれに代え、或は賃銀値下が行われたので 員の不満は鬱積していた。二月九日より第五東西及び第十二工場が休業し、翌十日には第九、十三、十四工場が罷工に襲撃され 十一日には遂に内外綿全 場一万五千三百余 （男工六千八百、女工八千五百）がストに突入 たのである ストは忽ちのうち、 （中略）總罷業工員三万人 達した。
　　　　　　　　　　　　
（中略）
　　
　
上海では二月の紡績罷業終息後も不穏な情勢は続き（中略）五
月四日第八工場にサボタージュが起つた。 （中略）各工場は十一日より操業を開始したが、十四日に内外綿第十二 場が怠業したので会社側はこれと関連せる第七工場を閉鎖すると、翌 同工場に暴動が起り、遂に印度人巡捕及び日本人は発砲し負傷者七名を出し内一名は死亡する 至つた。その後（中略）五月三 日朝来上海市に亘つて学生団は「実行経済絶好」 「反対越界築路」 「抵制日貨」の伝単を配布した 又そ らを大書した旗を持つて遊した。工部局警察がこれ等学生五名を老閘警察署に引致したため興奮 遊行団は大挙警察を襲撃し逮捕者を奪回せんとしたので、英人エバーソン署長の命令で工部局巡査は発砲し、即死者四名負傷者二十名をだし、そ うち四人が入院中死亡するに至った。（中略）三十一日には学生団市内各処に伝単配布を行い、六月一日再び群衆と警察の衝突あり 三十日と一緒にして 国人死亡者合計十四名、 病院に収容され 重軽傷者は四十名に及んだ。 （中略）
六月一日共同租界内の中国商は大部分休業するに至つたのである。六月一日工部局は共同租界に戒厳令を実施し、二日の納税者会議も流会となり、同日午後米日伊等の陸戦隊が少数ながら上陸し 。そして南京路西端にてはまた衝突が起り、義勇隊の機関銃に依つて多数の死傷者が発生したのである。翌三日に 香港より英兵三大隊千五百名 上海に到着するなど、大規模な反帝運動とこれを鎮圧せんとする列強の軍事力が緊張裡に対峙したのである。五・三十事件の反響は上海のみでなく、 （中略）全国各地に大きな騒擾を惹起した であった。
　　　　　　
（臼井勝美「五・三十事件と日本」 （ 『アジア研究』
　　　

一九五七年一月
　
四七～五六頁） ）
　
以上の記述に見られる如く、上海の社会運動は一九二五年二月から
内外綿工場において発端し、その後、在華紡全体に波及していく。五月三〇日に至ると、 「五・三十事件」の惨劇へと発展し、六月一日以降さらに拡大していったことが確認できる。三
　中国の社会運動に対する日本のメディアの反応
　
上述の中国の社会運動を、日本のメディアはどのように捉えていた
か、表一は、 「上海游記」と「江南游記」を掲載した『大阪毎日新聞』を中心に、 九二五年二月から『改造』六月号の発刊日の一九二五年六月一日までの関係記事をまとめたものである。
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月 日 新聞の見出しタイトル
二月 一三日 「評壇：上海の罷業」、「上海内外綿争議と本邦紡績の地位」
一七日 「更に豊田紡へ波及：上海紡績職工の罷業」、
「罷業職工の暴動：邦人九名負傷」
三月 四日～六日 「大罷業の跡を顧みて(上･中･下)」
一七日 「上海罷業の裏に動くロシヤ共産党の手」
四月 三日～七日 「在支日本人紡績の態度(一～三)」
一八日 「青島邦人紡績不穏：形勢漸次悪化せる為大日本紡重役急行」
二四日 「青島の罷業：我紡績業者の立場」、「支那の罷業騒ぎ」
五月 三日 「青島の罷業団：官憲に泣つく：持久戦に閉口して」、
「外来扇動者の逮捕：と工場寄宿舎整理を要求」
五日 「上海内外綿の怠業：つひに操業中止となる」
六日 「青島罷業も近く解決か」、「上海紡績：操業開始」
八日 「排日気勢が濃厚となつた青島罷業団」、
「怠業気分漲る上海西部の邦人紡績」
九日 「漸くめざめた支那の人心：但し一部の学生は騒ぐ」、
「邦人二名襲はる：悪化した上海内外綿」
一二日 「青島の罷業職工：一斉に操業開始」、「上海も再び操業」
一四日 「在支紡績：罷業真相」
一六日 「上海内外綿の怠業暴動化す」、「支那兵数名が我が警官に暴行」、「日
本人を傷つけ機会を破壊　上海内外綿の怠業遂に暴動化す」、「青島も
亦騒ぐ：罷業反対者と不良職工とが入り乱れて大闘争」
一七日 「青島罷業の一原因」、
「次第にのび行く共産党の魔手：上海における同派の諸団体」
一八日 「形勢は楽観出来ぬ：職工側の憤激が甚だしい」
一九日 「武器を集め暴行団を組織した罷業職工団」
二一日 「支那警察の態度煮えきらぬ：青島の支那職工ますます悪化」
二七日 「青島の三紡績職工また騒ぐ」、「我二警官に投石」「支那官憲の取締不
徹底」、「暴力団の取締につき特に注意を促す＝若槻内相の訓示＝」
二八日 「青島へ駆逐艦を派遣」、「日本の抗議に対して徹底的鎮圧を誓ふ：張
山東督弁の回答」、「対峙する警官と職工：工場側は強硬」
三〇日 「支那官憲武力を用ひ工場占領職工を追出す：内外綿では発砲し死傷
者を出す：邦人及び工場には損害はない」、「支那各地の罷業は排外運
動の第一歩：無産党と国民党の活動：第二の義和団事件か」
三一日 「上海の排日暴動：警官隊と大衝突を演じ」、「支那学生二百一時は全
く市街戦」、「市中は戒厳状態」、「本日から排日大会：形勢はいよいよ
険悪」、「奉天罷業悪化す」
六月 一日 「荒れ狂ふ排外団：各国義勇団の非常召集を行ふ」、「嘗てない大胆な
やり方：こんどの示威運動は純然たる排外排日ばかりでなく」、「女学
生も交って過激な大道演説：警官隊と衝突して扇動者等捕縛さる」
表一　『大阪毎日新聞』における中国社会運動の関連報道（稿者より作成）
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し、また男工二百を馘首し女工を以てこれに代え、或は賃銀値下が行われたので 員の不満は鬱積していた。二月九日より第五東西及び第十二工場が休業し、翌十日には第九、十三、十四工場が罷工に襲撃され 十一日には遂に内外綿全 場一万五千三百余 （男工六千八百、女工八千五百）がストに突入 たのである ストは忽ちのうち、 （中略）總罷業工員三万人 達した。
　　　　　　　　　　　　
（中略）
　　
　
上海では二月の紡績罷業終息後も不穏な情勢は続き（中略）五
月四日第八工場にサボタージュが起つた。 （中略）各工場は十一日より操業を開始したが、十四日に内外綿第十二 場が怠業したので会社側はこれと関連せる第七工場を閉鎖すると、翌 同工場に暴動が起り、遂に印度人巡捕及び日本人は発砲し負傷者七名を出し内一名は死亡する 至つた。その後（中略）五月三 日朝来上海市に亘つて学生団は「実行経済絶好」 「反対越界築路」 「抵制日貨」の伝単を配布した 又そ らを大書した旗を持つて遊した。工部局警察がこれ等学生五名を老閘警察署に引致したため興奮 遊行団は大挙警察を襲撃し逮捕者を奪回せんとしたので、英人エバーソン署長の命令で工部局巡査は発砲し、即死者四名負傷者二十名をだし、そ うち四人が入院中死亡するに至った。（中略）三十一日には学生団市内各処に伝単配布を行い、六月一日再び群衆と警察の衝突あり 三十日と一緒にして 国人死亡者合計十四名、 病院に収容され 重軽傷者は四十名に及んだ。 （中略）
六月一日共同租界内の中国商は大部分休業するに至つたのである。六月一日工部局は共同租界に戒厳令を実施し、二日の納税者会議も流会となり、同日午後米日伊等の陸戦隊が少数ながら上陸し 。そして南京路西端にてはまた衝突が起り、義勇隊の機関銃に依つて多数の死傷者が発生したのである。翌三日に 香港より英兵三大隊千五百名 上海に到着するなど、大規模な反帝運動とこれを鎮圧せんとする列強の軍事力が緊張裡に対峙したのである。五・三十事件の反響は上海のみでなく、 （中略）全国各地に大きな騒擾を惹起した であった。
　　　　　　
（臼井勝美「五・三十事件と日本」 （ 『アジア研究』
　　　

一九五七年一月
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以上の記述に見られる如く、上海の社会運動は一九二五年二月から
内外綿工場において発端し、その後、在華紡全体に波及していく。五月三〇日に至ると、 「五・三十事件」の惨劇へと発展し、六月一日以降さらに拡大していったことが確認できる。三
　中国の社会運動に対する日本のメディアの反応
　
上述の中国の社会運動を、日本のメディアはどのように捉えていた
か、表一は、 「上海游記」と「江南游記」を掲載した『大阪毎日新聞』を中心に、 九二五年二月から『改造』六月号の発刊日の一九二五年六月一日までの関係記事をまとめたものである。
芥川龍之介「北京日記抄」と改造社
　　
宋
　武全
（39）
月 日 新聞の見出しタイトル
二月 一三日 「評壇：上海の罷業」、「上海内外綿争議と本邦紡績の地位」
一七日 「更に豊田紡へ波及：上海紡績職工の罷業」、
「罷業職工の暴動：邦人九名負傷」
三月 四日～六日 「大罷業の跡を顧みて(上･中･下)」
一七日 「上海罷業の裏に動くロシヤ共産党の手」
四月 三日～七日 「在支日本人紡績の態度(一～三)」
一八日 「青島邦人紡績不穏：形勢漸次悪化せる為大日本紡重役急行」
二四日 「青島の罷業：我紡績業者の立場」、「支那の罷業騒ぎ」
五月 三日 「青島の罷業団：官憲に泣つく：持久戦に閉口して」、
「外来扇動者の逮捕：と工場寄宿舎整理を要求」
五日 「上海内外綿の怠業：つひに操業中止となる」
六日 「青島罷業も近く解決か」、「上海紡績：操業開始」
八日 「排日気勢が濃厚となつた青島罷業団」、
「怠業気分漲る上海西部の邦人紡績」
九日 「漸くめざめた支那の人心：但し一部の学生は騒ぐ」、
「邦人二名襲はる：悪化した上海内外綿」
一二日 「青島の罷業職工：一斉に操業開始」、「上海も再び操業」
一四日 「在支紡績：罷業真相」
一六日 「上海内外綿の怠業暴動化す」、「支那兵数名が我が警官に暴行」、「日
本人を傷つけ機会を破壊　上海内外綿の怠業遂に暴動化す」、「青島も
亦騒ぐ：罷業反対者と不良職工とが入り乱れて大闘争」
一七日 「青島罷業の一原因」、
「次第にのび行く共産党の魔手：上海における同派の諸団体」
一八日 「形勢は楽観出来ぬ：職工側の憤激が甚だしい」
一九日 「武器を集め暴行団を組織した罷業職工団」
二一日 「支那警察の態度煮えきらぬ：青島の支那職工ますます悪化」
二七日 「青島の三紡績職工また騒ぐ」、「我二警官に投石」「支那官憲の取締不
徹底」、「暴力団の取締につき特に注意を促す＝若槻内相の訓示＝」
二八日 「青島へ駆逐艦を派遣」、「日本の抗議に対して徹底的鎮圧を誓ふ：張
山東督弁の回答」、「対峙する警官と職工：工場側は強硬」
三〇日 「支那官憲武力を用ひ工場占領職工を追出す：内外綿では発砲し死傷
者を出す：邦人及び工場には損害はない」、「支那各地の罷業は排外運
動の第一歩：無産党と国民党の活動：第二の義和団事件か」
三一日 「上海の排日暴動：警官隊と大衝突を演じ」、「支那学生二百一時は全
く市街戦」、「市中は戒厳状態」、「本日から排日大会：形勢はいよいよ
険悪」、「奉天罷業悪化す」
六月 一日 「荒れ狂ふ排外団：各国義勇団の非常召集を行ふ」、「嘗てない大胆な
やり方：こんどの示威運動は純然たる排外排日ばかりでなく」、「女学
生も交って過激な大道演説：警官隊と衝突して扇動者等捕縛さる」
表一　『大阪毎日新聞』における中国社会運動の関連報道（稿者より作成）
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表一によると、一九二五年二月にはすでに、 「五・三十事件」の発
端となった上海のストライキに関する記事が『大阪毎日新聞』の紙面に現われてい ことが確認できる。五月に至ると、運動の激化に伴い、関連報道数が大きく増えている。ここで問題 すべきは、こうした中国の社会運動に対し、 『改造』がどのようなスタンスで臨んでいたのか、ということである。四
　中国の社会運動に対する『改造』のスタンス
（一） 『改造』の性格について
　
　『改造』は一九一九年四月に創刊された急進的な総合雑誌である。一九一九年七月（第四号）の「労働問題・社会主義批判号」を皮切りに、労働者階級の視点から編集を行った。その結果、一九一九年九月号以降 度々発売禁止の処分を受ける。一九一九年一二月号では「河上、福田両博士論戦批判」を特集し、 『改造』誌上 おける論争記事の嚆矢となる。その後誌上論争等において、対立する言論を掲載バランスを ることは『改造』の編集上の特徴の一つ（注５）となった。その後、一九二三年九月の関東大震災で被害に遭ったが、 二六年年末には、いわゆ 円本ブームの火付け役となる『現代日本文学全集』を発行する。その結果、円本は出版界とその関連産業が不況から脱出する契機となった。また 一九二七年二月号 巻頭には、 「本誌の値下げ十倍拡張運動」と題する文章を掲載している。これは現代日本文学全集の大量生産、廉価販売を雑誌に適用して読 を増やそう
という企画であった（注６） 。（二） 『改造』に見られる中国関連の記事　
創刊当初、 『改造』 誌上には、 中国関連の記事がほとんど見られなかっ
たようである。 一九二一年二月号に載った成瀬無極の 「上海印象記」 （注７）が、 『改造』誌上初の中国旅行記であった。そこに見える「阿片喫煙者」の「旅役者」 、 「田舎の路傍に蹲つて哀号する乞食」 、 「栄養不良らしい蒼白な顔を」す 「小児」等 記述が読者の印象に残る。さらに結末では、 「死毒ともいふべきも がこの国の体内に発酵しつゝある」と 論付けられている。　
一九二四年に至ると、中国内戦の勃発をきっかけに、 『改造』 中
国への関心を高めていった。一〇月号から一 月号にかけて、三 連続で中国内戦の関連記事を掲載している。これほど中国へ 強い関心を示したのは、 『改造』創刊以来初め のことといえる。特 、 一月号では「対支 策討議」を特集し、日本の国益から、中国の内戦に干渉すべきかどうか等 問題につい 、多くの誌面を割いて議論（注８）を紹介している。そして、 『改造』が再び中国に関心の目を向けるきっかけとなるのが、一九二五年に発生した 前述 「五・三十事件」であ た。（三）中国の社会運動と『改造』一九二五年六月号
　
　「五・三十事件」の引き金となった中国の社会運動は、前述の通り、
芥川龍之介「北京日記抄」と改造社
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一九二五年二月に発生した。にもかかわ ず、労働者階級を重視する『改造』ですら、最初にそれに触れたのは一九二五年六月号である。　『改造』六月号の準備期にあたる五月に至ると、 『大阪毎日新聞』を始めとするメディアが中国の社会運動について数多く報じるようになり、そうした中で、 『改造』も関心の目を向け始めるに至った。 『改造』六月号では、 「無産政党の研究」と「労働総同盟紛乱の真相と批判」という二つの特集が組まれたが、これ は別に中国の社会運動に触れた記事が掲載されている。すなわち 片山潜 「支那旅行雑感」と芥川龍之介の「北京日記抄」がそれである。まず、 支那旅行雑感」から確認しよう。　　
　
内外綿会社のストライキ騒ぎ、丁度僕が上海に上陸した時はそ
のストライキが始まつて居つた。
　　　　 　　　　　　　
（中略）
　　
　
支那の労働運動は、益々発展の望みがある 第一今日学生は労
働問題及社会問題の先駆者である。彼等は学問の自由、思想の自由及活動の自由を持つて居る、 （中略） 実際 首領となつて罷工の盡力をするのが常であ 。
　　　　　　　　 　　　
（中略）
　　
　
支那紡績工場の職工は日本と違ひ寄宿舎制度でないから同盟罷
工の時に女工に向かつて雇主な 工場が圧迫を加へて罷工を打破することは不可能である。彼等女工は寄宿住居でも出来る程の待
遇を受ければ大いに雇主に充実となり労働能率もあがるであらうが、其生活状態は豚同然である、外来資本家が支那労働者を搾取する目的は最低賃金が主眼である。
　　　　　　　　　　　　　
（中略）
　　
　
僕が支那の為めに建策するならば、非常手段に出づるにあるの
み。非常手段を以つて支那の経済的及政治的独立を計るには革命に依るの外はない。
　　　　　　
（片山潜「支那旅行雑感」 （ 『改造』

一九二五年六月号
　
一〇〇～一〇六頁） ）
　
このようにこの「支那旅行雑感」では、 「旅行雑感」とはいえ、た
んなる紀行文とは様相を異にし、あくまでも中国の社会運動に焦点を当て、それを支持する立場 表明 ている。ちなみに、明治から昭和前期にかけて「社会主義者」 （注９）として活躍した片山潜は、 「支那旅行雑感」を発表する一年前の『改造』一九二四年四月号に、 「日米の関係」という一文を発表し、伏字が付されるほど日本の帝国主義を痛烈に批判して た。　　
　
日本の帝国主義の×××××で、国民に対する信望を失つたも
のは、西比利出兵である。この×××××××る戦争に於いて七億の巨額が消費され、約五千の日本無産者は西比利の鬼となつた。これら 兵士は×××、××××××× ×××！
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表一によると、一九二五年二月にはすでに、 「五・三十事件」の発
端となった上海のストライキに関する記事が『大阪毎日新聞』の紙面に現われてい ことが確認できる。五月に至ると、運動の激化に伴い、関連報道数が大きく増えている。ここで問題 すべきは、こうした中国の社会運動に対し、 『改造』がどのようなスタンスで臨んでいたのか、ということである。四
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創刊当初、 『改造』 誌上には、 中国関連の記事がほとんど見られなかっ
たようである。 一九二一年二月号に載った成瀬無極の 「上海印象記」 （注７）が、 『改造』誌上初の中国旅行記であった。そこに見える「阿片喫煙者」の「旅役者」 、 「田舎の路傍に蹲つて哀号する乞食」 、 「栄養不良らしい蒼白な顔を」す 「小児」等 記述が読者の印象に残る。さらに結末では、 「死毒ともいふべきも がこの国の体内に発酵しつゝある」と 論付けられている。　
一九二四年に至ると、中国内戦の勃発をきっかけに、 『改造』 中
国への関心を高めていった。一〇月号から一 月号にかけて、三 連続で中国内戦の関連記事を掲載している。これほど中国へ 強い関心を示したのは、 『改造』創刊以来初め のことといえる。特 、 一月号では「対支 策討議」を特集し、日本の国益から、中国の内戦に干渉すべきかどうか等 問題につい 、多くの誌面を割いて議論（注８）を紹介している。そして、 『改造』が再び中国に関心の目を向けるきっかけとなるのが、一九二五年に発生した 前述 「五・三十事件」であ た。（三）中国の社会運動と『改造』一九二五年六月号
　
　「五・三十事件」の引き金となった中国の社会運動は、前述の通り、
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一九二五年二月に発生した。にもかかわ ず、労働者階級を重視する『改造』ですら、最初にそれに触れたのは一九二五年六月号である。　『改造』六月号の準備期にあたる五月に至ると、 『大阪毎日新聞』を始めとするメディアが中国の社会運動について数多く報じるようになり、そうした中で、 『改造』も関心の目を向け始めるに至った。 『改造』六月号では、 「無産政党の研究」と「労働総同盟紛乱の真相と批判」という二つの特集が組まれたが、これ は別に中国の社会運動に触れた記事が掲載されている。すなわち 片山潜 「支那旅行雑感」と芥川龍之介の「北京日記抄」がそれである。まず、 支那旅行雑感」から確認しよう。　　
　
内外綿会社のストライキ騒ぎ、丁度僕が上海に上陸した時はそ
のストライキが始まつて居つた。
　　　　 　　　　　　　
（中略）
　　
　
支那の労働運動は、益々発展の望みがある 第一今日学生は労
働問題及社会問題の先駆者である。彼等は学問の自由、思想の自由及活動の自由を持つて居る、 （中略） 実際 首領となつて罷工の盡力をするのが常であ 。
　　　　　　　　 　　　
（中略）
　　
　
支那紡績工場の職工は日本と違ひ寄宿舎制度でないから同盟罷
工の時に女工に向かつて雇主な 工場が圧迫を加へて罷工を打破することは不可能である。彼等女工は寄宿住居でも出来る程の待
遇を受ければ大いに雇主に充実となり労働能率もあがるであらうが、其生活状態は豚同然である、外来資本家が支那労働者を搾取する目的は最低賃金が主眼である。
　　　　　　　　　　　　　
（中略）
　　
　
僕が支那の為めに建策するならば、非常手段に出づるにあるの
み。非常手段を以つて支那の経済的及政治的独立を計るには革命に依るの外はない。
　　　　　　
（片山潜「支那旅行雑感」 （ 『改造』

一九二五年六月号
　
一〇〇～一〇六頁） ）
　
このようにこの「支那旅行雑感」では、 「旅行雑感」とはいえ、た
んなる紀行文とは様相を異にし、あくまでも中国の社会運動に焦点を当て、それを支持する立場 表明 ている。ちなみに、明治から昭和前期にかけて「社会主義者」 （注９）として活躍した片山潜は、 「支那旅行雑感」を発表する一年前の『改造』一九二四年四月号に、 「日米の関係」という一文を発表し、伏字が付されるほど日本の帝国主義を痛烈に批判して た。　　
　
日本の帝国主義の×××××で、国民に対する信望を失つたも
のは、西比利出兵である。この×××××××る戦争に於いて七億の巨額が消費され、約五千の日本無産者は西比利の鬼となつた。これら 兵士は×××、××××××× ×××！
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かく帝国主義が労働者及び農民に対して強大な権力と抑圧力とを持つてゐることは、最近の大震災に於いて証明された。
　　
　　
　
最近日本の帝国主義は依然の特権と勢力を失ひ、国民間に不人
望となつたが、然し未だ猶 いなる勢力を保ち、予算の 部分をその用途に奪つてゐる。数年来日本は予算の四割乃至四割五分を軍備に消費して来 今年度の陸海軍予算は全予算の三分の一以上である。之に依 て見れば日本 帝国主義は未だ決して死滅せず、次の戦争 ため 着々備へている である。

（片山潜「日米の関係」 （ 『改造』一九二四年四月号
　
一九〇頁） ）
　
このように、一九二四年にはすでに反帝国主義を標榜していた社会
主義者・片山潜が、その翌年に発生した「反帝運動」 （臼井勝美「五・三十事件と日本」参照）とされる中国の社会運動に対して、それを支持する立場を ったことは自然な流れといえるだろう。つまり 改造社は、こうした中国の社会運動を支持す 片山潜の立場をあらかじめ理解した上でこの「支那旅行雑感」 掲載した 推察されるのである。このように考えると、 改造社が同じ一九二五年六月号に「北京日記抄」を掲載した企図がどのようなものであったか 次第に見えてくる。以下、この点を明らかにするために、まずは中国の社会運動をめぐる『改造』の七、八月号の関係記事を概観しよう。
（四）中国の社会運動と『改造』一九二五年七月号・八月号　『改造』一九二五年七月号の巻頭言は、 「支那新人の「新支那運動」 」というタイトルの下、中国の社会運動を評価している。　　
　
支那の人々が、特に支那の学生団が事あるごとに国権の回復、
不平等条約の撤廃を高唱するのは、条理よりして当然のことで、我々も彼 の意中に同感を禁じ得ぬものがある。今回も上海事件を導火線として彼等は列強の支配下より離脱せんとするの策を樹て着々運動を進めつつあることは推察 に難くはない（後略） 。
　　
　（前略）我国は今回の上海事件に関して決して英国の尻馬に乗ることなく、あくまで我国の権威を以つて隣邦に対すべきだ。支那に於ても決して強国の後援を頼みとすることなく或中傷に惑さるなく、純乎たる一独立国の権威を以つて、自国の永遠の福利より算へて、此事件の解決に当らんこと 冀求 。

（ 「支那新人の「新支那運動」 」 （ 『改造』一九二五年七月号
　
巻頭） ）
　
これに引き続き、 『改造』一九二五年八月号では、巻頭言「支那問
題に対する問答」の他、 小特集「支那反帝国主義運動の基本考察」 （ 「支那の国権回復問題」 、 「対支列国借款の由来とその現状」 、 「支那労働運動についての一観察」 、 「国際関係の現状に対する支那人の不平と要求」 ）を組み、 中国の社会運動に し、 同情的な態度を示している。 国際関係の現状に対する支那人の不平と要求」は、中国 社会運動につ
芥川龍之介「北京日記抄」と改造社
　　
宋
　武全
（43）
いて、以下のように述べている。　　
　（前略）支那人の外国人に対する感情も問題も、支那と列国と国際的不平等の関係も、支那人にとつては不平であり不満であり、これが改善を希望し要求するのは尤もである。私は何れの国の人間でも支那人を蔑視することは止すべきであると思ふ。従来多くの外国人の に対して取つて居た態度は改むべきであると思ふ。また 際的関係にしても、現代の時勢に於て、往古支那を威圧した時代の関係を永く存在せ む 宜しくない。一日も早くこれを改むべき あると思ふ。
　　　
（米内山庸夫「国際関係の現状に対する支那人の不平と要求」

　　　　　　　　　　
（ 『改造』一九二五年八月号
　
一四〇頁） ）
　
このように、一九二五年七月号と八月号に至ると、 『改造』の論調
は中国の社会運動に対して、より同情的になってくる。こうした中、木下杢太郎 「支那南北記」が八月号に掲載されたことが、とりわけ注目される。　　
　
朝鮮を三週間ばかり歩いてゐるうちに北京の戦争が片付いたか
ら北京に往つた。
（中略）
　　
　
夏になると北京の街道には槐の葉が繁り、合歓木が紅花を開く。
殊に秋の棗が情趣に満ちてゐる。此樹は支那には十三四種もあると云ふが、読書人でも済みさうな閑静な家の門から、累々と実を附けたその枝が出てゐるのは好箇の支那風景である。
（中略）
　　
　（前略）石家荘から太原府に往く鉄道で、支那の鉄道のうちが善く整頓した方であつた 殊に料理は中々美味であつた。汽車線路に沿うた風景はすばらしいものであ 。
（中略）
　　
　（前略）太原府もかなり特色のある都会であつたが、この頃学生間には少しく排日の感情があるやうだつた。
（中略）
　　
　
洛陽へ来たのは、無論龍門に往く為めであつた。龍門には先年
一度往つたことがあるが、唯三四時間の視察に止まり遂に蔗境に居たらなか から今度 一二週間も逗留しようと思つ のである。処が洛陽の県吏が我々のそこに往くのを阻んだ。理由は途に土匪が多いか と云ふのである。土匪ではなく、恐らく呉佩孚旗下の兵 であつ う。
（中略）
　　
　
わたくしは上海から北京に引き返し、そして天津から船に乗つ
て神戸へ帰つた。いよいよ支那と別れるという段になると、さすがに物悲しい気持ちがした。 （後略）
　　
　
一週間ばかり神戸にぶらぶらしてゐたが、日本人の生活は、予
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かく帝国主義が労働者及び農民に対して強大な権力と抑圧力とを持つてゐることは、最近の大震災に於いて証明された。
　　
　　
　
最近日本の帝国主義は依然の特権と勢力を失ひ、国民間に不人
望となつたが、然し未だ猶 いなる勢力を保ち、予算の 部分をその用途に奪つてゐる。数年来日本は予算の四割乃至四割五分を軍備に消費して来 今年度の陸海軍予算は全予算の三分の一以上である。之に依 て見れば日本 帝国主義は未だ決して死滅せず、次の戦争 ため 着々備へている である。

（片山潜「日米の関係」 （ 『改造』一九二四年四月号
　
一九〇頁） ）
　
このように、一九二四年にはすでに反帝国主義を標榜していた社会
主義者・片山潜が、その翌年に発生した「反帝運動」 （臼井勝美「五・三十事件と日本」参照）とされる中国の社会運動に対して、それを支持する立場を ったことは自然な流れといえるだろう。つまり 改造社は、こうした中国の社会運動を支持す 片山潜の立場をあらかじめ理解した上でこの「支那旅行雑感」 掲載した 推察されるのである。このように考えると、 改造社が同じ一九二五年六月号に「北京日記抄」を掲載した企図がどのようなものであったか 次第に見えてくる。以下、この点を明らかにするために、まずは中国の社会運動をめぐる『改造』の七、八月号の関係記事を概観しよう。
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　（前略）我国は今回の上海事件に関して決して英国の尻馬に乗ることなく、あくまで我国の権威を以つて隣邦に対すべきだ。支那に於ても決して強国の後援を頼みとすることなく或中傷に惑さるなく、純乎たる一独立国の権威を以つて、自国の永遠の福利より算へて、此事件の解決に当らんこと 冀求 。

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巻頭） ）
　
これに引き続き、 『改造』一九二五年八月号では、巻頭言「支那問
題に対する問答」の他、 小特集「支那反帝国主義運動の基本考察」 （ 「支那の国権回復問題」 、 「対支列国借款の由来とその現状」 、 「支那労働運動についての一観察」 、 「国際関係の現状に対する支那人の不平と要求」 ）を組み、 中国の社会運動に し、 同情的な態度を示している。 国際関係の現状に対する支那人の不平と要求」は、中国 社会運動につ
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いて、以下のように述べている。　　
　（前略）支那人の外国人に対する感情も問題も、支那と列国と国際的不平等の関係も、支那人にとつては不平であり不満であり、これが改善を希望し要求するのは尤もである。私は何れの国の人間でも支那人を蔑視することは止すべきであると思ふ。従来多くの外国人の に対して取つて居た態度は改むべきであると思ふ。また 際的関係にしても、現代の時勢に於て、往古支那を威圧した時代の関係を永く存在せ む 宜しくない。一日も早くこれを改むべき あると思ふ。
　　　
（米内山庸夫「国際関係の現状に対する支那人の不平と要求」

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一四〇頁） ）
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　
朝鮮を三週間ばかり歩いてゐるうちに北京の戦争が片付いたか
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期に反して、わたくしの好感をそそらなかつた。わたくしの心にはいつの間にか支那を愛する感情が湧いてゐた。 （後略）
　　
　（前略）
今度改造社がわたくしの朝鮮支那に関する雑稿を出版
してくれるといふので、そのうちの一文として、支那南北の曾遊を記せんと欲しても、唯一巻の日記があ のみで、他に之が参考にすべきものは何もな 。然しこ 旅行記がない 、右の書の内容に脈絡の缺する憾みがあるので、甚だ気が引けるが、急いでこの稿を作つた であ 。
　　
（木下杢太郎「支那南北記」 （ 『改造』一九二五年八月号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
八三頁～一〇三頁） ）
　
この「支那南北記」では、木下杢太郎の好意的な思いが中国に寄せ
られているのみならず、 「北京の戦争」 、中国学生の「排日の感情」 、直隷派の軍閥であった「呉佩孚旗下 兵匪 等、当時の中国の時局に関することなども描き出されている。 「支那南北記」は、木下杢太郎の一九二〇年の中国訪問での見聞をまとめた旅行記である。 『改造』が木下杢太郎に 旅行記の執筆を依頼し、訪問から五年を経た一九二五年八月という時点でこれを掲載し のは 中国の社会運動によって高まった日本社会の中国への関心に応えようとしたからであろう。「急いでこの稿を作つた」と漏らす木下杢太郎の発言には、 「支那南北記」 でこの 『改造』 編集部 狙いに応えようとする姿が浮き彫りとなっている。ちなみに、この「支那南北記」をもとにして、翌年の一九二
六年に単行本『支那南北記』 （注
１０）が、改造社によって発行された。
こうした事実からも、当時日本で高まっていた中国への関心に応えようとする改造社の姿勢が読み取れよう（注
１１） 。
五
　結論
　
一九二五年二月号から五月号までの『改造』は、中国の社会運動に
ついて一切言及していなかった。それはおそらく、一九二五年二月に発生した上海の内外綿工場のストライキが五月まではそれほど拡大していなかっ ことと関係するようである　
六月号の準備期とみられる五月に至ると、中国の社会運動の激化に
伴い、日本メディアの注目が集まる中、改造社はそれを支持する片山潜の「支那旅行雑感」を六月号に掲載した。しかし、 「支那旅行雑感」はタイトルの通り、あくまで片山潜の雑感であり、社論を示す文章であるとはいえな 。おそら 六月号という時点 は 自身の中国の社会運動に対する評価はまだ定ま ていなかったように見える。一九二五年七月号と八月号になると、改造社の中国の社会運動に対する姿勢は、それ以前より明確になってくる。木下杢太郎 中国に対する好意的な「支那南北記」は、まさ こうした スタンスを受けた中、八月号に載せられたのではないか。　
改造社の中国の社会運動に対する評価が定まっていなかった六月号
の時点で、中国の社会運動を支持する片山 が掲載され、他方 に好意を示さない芥川 「北京日記抄」が同時に
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掲載されたことは、 『改造』の中国の社会運動 対するスタンス 留保と不明確さを表わしているのではな か 異 った中国表象を持つ両作を、対立するもの 誌上に掲載しバランスをとるのは、前述の通り『改造』の特徴でもあり 対中国のスタンスが整わない で両作を同時に掲載する は無難な選択であったと思われる。　
実際、中国に好意を示さない『北京日記抄』の性格については、一
九二五年四月 点で 社が把握していた可能性がある。芥川 一九二五年四月一三日に西川英次郎に送った書簡中には、 「来月の 「改造」に支那日記を出したから読ん くれ」 （注
１２）という文言が見え、 「北
京日記抄」はその時点ですで 仕上げられ、改造社に送られていたと推測できる。改造社としては、おそらく一九二五年四月の時点で「北京日記抄」の性格を捉えていた ず ある。　
このように改造社は、片山潜の「支那旅行雑感」と芥川の「北京日
記抄」の性格を事前に把握した上で、一九二五年六月という時点で両作を意図的に同時掲載し、バランスを っ ものと推測される。しかし、それは中国 社会運動に対する表象戦略の留保と不明確 の反映であったと理解されるのである。
〈注〉（１）
 宋武全「 「北京日記抄」に見られる〈中国〉表象―書簡、メモ類に示された北京の印象との差異から―」 （ 『芥川龍之介研究』 （第一〇号）二〇一六年三月） 。
（２）
 「上海游記」における〈中国〉表象については、宋武全「在中日本人と芥川龍之介の上海訪問」 （ 『岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要』 （第三九号）
　
二〇一五年三月）において、中国を軽視する芥川
の〈中国〉表象を指摘したが、 「江南游記」と「長江」については別稿で詳述したい。 『支那游記』全体から芥川の〈中国〉表象 触れる先行研究においては、それと「皮肉」 「諷刺」などのキーワードを関連させる論が目立っ いる。吉田精一は、 機智と諧謔と皮肉が百出し」 （ 『芥川龍之介』三省堂
　
一九四二年一二月）ていると主張した。
祝振媛は、 「芥川氏は『支那游記』の中で中国の貧困 遅れの 醜」を多く網羅して、それを興味深く嘲けったり、諷刺したりしている」（ 「支那遊記」 （ 『国文学解釈と鑑賞』一九九九年一一月） ）と評している。
（３）
 『芥川龍之介全集』第二〇巻（岩波書店
　
一九九七年八月）
　
　　　
一四〇頁。
（４）
 『日本国語大辞典』第二版
　
第七巻（小学館
　
二〇〇一年七月）
　
　　　
一四～一五頁。
（５）
 対立する言論を誌上に掲載し、バランスを重視するという『改造の性格については、 『改造』誌上において数多くの実例が見られる。例えば、中国との連携関係の必要性をめぐり、安部礒雄「東洋人連
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期に反して、わたくしの好感をそそらなかつた。わたくしの心にはいつの間にか支那を愛する感情が湧いてゐた。 （後略）
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盟批判
　
東洋人連盟必要なし」 （ 『改造』一九二四年六月号）では、
それを強く否定しているのに対し、孫文「大亜細亜主義の意義と日支親善の唯一策」 （ 『改造』一九二五年一月号）では、日中連携の必要性を訴えており、同時期に対照的な内容の記事が掲載されている。
（６）
 関忠果・小林英三郎・松浦総三・大悟法進編著『雑誌『改造』の四十年』 （光和堂
 一九七七年五月）参照。
（７）成瀬無極「上海印象記」 （ 『改造』一九二一年二月号）
　
三四～三五頁。
（８）
 討議は、長谷川如是閑、堀江帰一、吉野作造、永井柳太郎、米田実、福田徳三、小村俊三郎、山本実彦の間で行われている。 （ 「対中国策討議」 『改造』一九二四年一一月号）
　
一～三三頁。
（９
 ） 『日本人名大辞典』 （講談社
　
二〇〇一年一二月）四九九頁。
（
１０）
 「支那南北記」のほか、 「朝鮮風物紀」 、 「満州聞見録」 、 「付録」等も添えられている。木下杢太郎『支那南北記』 （改造社
　
一九二六年一
月）からの参照。
（
１１）
 「本書の上梓を見えるに至つた は改造社の好意に由る所が多い。併せ記して謝意を表白する」 （ 「小引」 （ 『支那南北記』 九二六年 月） ）という木下杢太郎の発言が見え、改造社が『支那南北記』の刊行に力を貸したと思われる。
（
１２）
 『芥川龍之介全集』第二〇巻
　（岩波書店
　
一九九七年八月）
　　　
一二二頁。
※
 本稿での言説の引用に際し、旧字は適宜新字に改め、圏点・ルビ等は省略した。引用文に付した傍線はすべて稿者による。
〈附記〉　
本稿は、国際芥川龍之介学会創立一〇周年東京大会（二〇一五年八月二
七日
　
於東洋学園大学）での口頭発表「 「北京日記抄」に見られる戦略――
書簡、メモ類に示された北京表象との差異から――」の後半部分を改稿補筆したものである。発表に際し諸先生方から賜った貴重なご意見に、心より感謝を申し上げる。　
また、本稿は、中国国家留学基金管理委員会と日本文部科学省が実施し
た「二〇一三年度日本政府（文部科学省）博士生奨学金留学人員項目」 （ 「録取文号」 ：留金欧〔二〇一三〕六〇〇八号、 「学号」 ：二〇一二〇八三三〇一九二、 「派出単位」 ：湖州師範学院）の助成を受けたものである。
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